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CtlmarOnereSin 添加による DDT-Residlle

の効力の増大. PJ.viiiTiel:13ull.Eもt.Res.,

43.41二日 1052) t

I)nT･re;idqeの殺虫-)Jは招和後そこにできる結晶

の'Jnrticl.Cszlze二と幣抜な関係があり,それが小さく.

二なる壬i!効力は増大する.′この particlesi.zeは川いた/.
soll･Cntの相関牡と関旅があり,-それが早い程′J､さい､

ことが知られているが,このような高描究牡の so1-.

1･cntの多くは棚 Jriガ不を鹿成し,'･tきに爆発性を和

すZm .,:.(がある｡署改 まLDDT-r占siducの効兄を試

買,芸雪害認 諾志警器差･諾 誓…ftL芸≡慧琵芝諾芸志

した｡L許険昆虫をしてはイェバイを川いた｡Ⅹylelne-

のような揮発性の早t-.●solveムtを肋 ､′る-iI)DT 夏ヨ

把の結晶は ke.roseneを-solventに用いたときよL)

紋柵となt)殺虫力も増大した｡Lわt. Ike.rosenc.杏l
J

録 ､‥

用いでもこ紬 こCumar.OnerqSinの少丑を扱加する
と試故の結晶粒産が小さくなり,早.の効九も著しく餌

大することが発見された｡この協力的な効狐は rcsin

わ漬皮が DDTの 10% のとき投大となりせれ比 L･.

多ぐ添加すると1･'ePin-のためI手DDT結晶即位われ

て効力が減少械向をとる｡resinとI)DT の比が1:2

になるとーresinあ意力口は拙抗的効光をもたらし; こ

れを添加しない場合よりかえって効火が減少する.

(1% DDT+O･ユ% 1･esin)の拭班の効-JJは:5形

DDTの現法よ〉りも有効で,その優位は 69円r'Ti惟持

された｡しかし (3% DDT･+0･3%.resin)の現故は

5%･DDT に'1-ヒし吏に永続的に高い効力を流した｡

この結果は亘-2.ス板の上で得たものであるが,実際に

応用する場合の他の物質壁軌 こたとえば,晩 .漁迫し

ない木 組 綿取 木 レギヤ 等の未知でもこ,の傾r･'IJ

が認められたO,y(河野達郎) ､ ..
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